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課題研究発表会
1年次 ライフプラン
2年次 課 題 研 究

総合学科の特徴の一つに「産業社会と人間」(１年次生)、「総合的な学習の時間」
(２年次生)があります。本校では一年間の学習のまとめとして１年次に将来にわ
たる「ライフプラン」の作成、２年次には各自の研究テーマによる「課題研究」
を行っています。その優秀者の校内発表会を、ＰＴＡと市内の高校と中学校など
にご案内して12月19日（木）に開催いたしました。今年度は森重正也氏（旭川大
学短期大学部教授）、芳賀 均氏（北海道教育大学旭川校講師）をお招きして、講
評もいただきました。各クラスやゼミの代表は、年次の発表時よりさらに工夫を
凝らして研究してきた成果を発表していました。これらの企画を通して、本校で
はキャリア教育の充実とプレゼンテーション能力の向上を図っています。

◎発表者（当日の発表順）
１年次《ライフプラン発表》
① 山口 真依 「Ｍｙ Ｄｒｅａｍｓ」
② 岡崎 千歳 「蛍光ペン」

２年次《課題研究発表》
① 澤田 美友 「悪夢を見ない方法」
② 石津 宏人 「洋楽から学ぶ英語表現」
③ 小野 紘佳 「文豪とうつ病と自殺の関係性」
④ 細川 美羽 「聴覚障害者にとっての旭川」
⑤ 高木 明歩 「犬・猫の殺処分 ～現状とこれから～」

課題研究発表会を終えて
２年４組 細川美羽

全校生徒・先生の前で発表するのには
勇気がいりましたが、何とか無事に発表
が出来ました。他の方の発表もとても素
晴らしく「ハッ」と気づかされることが
多く貴重な体験になりました。

将来の夢を見据えて

本校１次生23７名が、10月21日（火）に「産業社会と人間」
の取り組みの一環として今年度も以下の上級学校へ見学会を実施
しました。生徒達は、それぞれ自分の希望する大学を訪問し、施
設見学や模擬講義・体験演習などを通じて、自己の進路実現に向
けての意識をさらに深めることができました。

～「働くことの意義」について議論～
12月５日（木）６．７時間目「総合的な学習の時間」を利用し

て、「社会人講話」を実施しました。今回は、各界で活躍されてい

る３名の経営者を講師に招き、３つの会場に分かれ「働くことの意義」というテーマで講演をしてい

ただき、講演の内容を基礎にパネルディスカッションを実施しました。初めての試みであり、若干の

不安もありましたが、ディスカッションに参加した生徒を中心に活発な議論が展開され「学ぶことの

意義」「働くことの意義」について、生徒は真剣に考えていました。

本校２年次生233名が、12月1２日（木）

６．７時間目「総合的な学習の時間」を利

用して、外部講師による「出張講義」を受講しました。この講義では、各大学から各分野の教員に来

校いただき、大学における学問の学び方や大学教育を実際に体験することで、進路意識を高めると共

に興味関心を喚起する目的で毎年行われているも

のです。生徒達は、７つの学問系統の中から自分

の興味のある学問系統の講座にそれぞれ参加し、

普段の授業では味わうことのできない専門的な内

容に耳を傾けていました。講座の後半では積極的

に講師の先生方に質問をするなどして、進学に対

する意識を高めることができました。

「大学見学会に参加して」 1年2組 星 紫月

10月21日に大学見学会がありました。私は教育分野に興味があったため、北海道教育大学旭川校と名寄市

立大学のコースを選択しました。最初に向かった教育大学での模擬授業は、当然私たちが理解できるもので

はなく「こんな授業があるんだ～」という程度で終わりました。しかし、先輩方の話を聞いて「やっぱりこ

こに行きたい」とより一層思いました。また学食の体験もでき、安さと美味しさに感動しながら名寄に向か

いました。名寄市立大学では教育とは違う分野の授業を受け、大学選択の幅が広がった気がします。この体

験をこれからの進路に役立てていきたいと思いました。

「学ぶことの意義」：なりたい自分になるため。自分がやりたい仕事に就けないわけではない。自分がつき
たい職業に就くためにたくさん学ぶことで多くの可能性や道が開ける。

「働くことの意義」：自分のしたいことをすることも大事。しかし、生きるためには働かなくてはならない。
その中で自分がやりたいことをやる。誰かの喜ぶ姿を見たい。そのような思いを持って
働くことが大切である。 （２年３組 細川美月）



10月19日(土)～23日(水)、２年次生が下記の日程で見学旅行を実施しました。今年度の見学旅

行は、自主研修を中心に据え、事前学習を行い、事前に学んだ文化財などをその目で確認し、学

びを深めました。また、事前学習などを通して、複数の人の意見をまとめる過程や難しさを学ぶ

とともに、普段の学校生活では見られない仲間の一面を発見するなど、見学旅行を通して学年団

の結束を強めることができたと思います。｢高校生活最大の行事｣の名に相応しい思い出いっぱい

の見学旅行となりました。

10月19日 学校→千歳空港→伊丹空港→（大阪自主研修）→ホテル

10月20日 ホテル→法隆寺→奈良公園→薬師寺→旅館

10月21日 旅館→（関西地区自主研修）→ホテル

10月22日 ホテル→東京→舞浜→東京ディズニーリゾート→ホテル

10月23日 ホテル→（東京自主研修）→羽田空港→旭川空港

推薦入試・ＡＯおよび就職試験の結果が次々と発表され、12月1６日現在進学・就職合わせて

87名（延べ人数）の合格・内定が出ています。３年間の成果が結実した結果と、大変うれしく思

います。今年度の受験は一般受験が中心です。いよいよ追い込みも佳境となりました。

今後、３年次生は1月のセンター試験を皮切りに一般入試が本格化し、それぞれの志望校合格

を目指して追い込みを迎えます。今こそ夢実現の時、頑張れ南高生！

12月16日現在

国公立四大 国公立短大 大学校等 私立四大 私立短大 高等看護 専修学校 就職 その他
合計道内 道外 道内 道外 道内 道外 道内 道外 道内 道外 道内 道外 道内 道外 道内 道外 道内 道外

進
男子 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ６ ２ ０ ０ ０ ０ ２ １ ６ ０ ０ ０ １７

路

希 女子 ２ ０ ０ ０ ０ ０ １８ ４ ９ ０ ４ ０ ２０ ３ ９ ２ ０ ０ ７１

望 小計 ２ ０ ０ ０ ０ ０ ２４ ６ ９ ０ ４ ０ ２２ ４ １５ ２ ０ ０ ８８
者

数 合計 ２ ０ ０ ３０ ９ ４ ２６ １７ ０ ８８

※『就職』は、公務員（男子５名 女子６名） 民間（男子１名 女子５名）です。


